理-07-公-長崎-問-05
 eq \o\ac(□,５)
実験１～実験４について，あとの問いに答えなさい。

【実験１】
電熱線ａに電流を流し，電圧計と電流計を用いて電熱線ａの両端に加わる電圧と，流れる電流を同時に測定した。表はその結果であり，図１はこの実験のeq \o(\s\up 9(かい),回)

eq \o(\s\up 9(ろ),路)

eq \o(\s\up 9(ず),図)を，電気用図記号を使って途中まで表したものである。

	表
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	電圧［Ｖ］
	0
	2.0
	4.0
	6.0
	8.0
	

	電流［mA］
	0
	100
	200
	300
	400
	

	
	
	
	
	
	
	


問１
表のような，「電熱線を流れる電流は，電熱線の両端に加わる電圧に比例する」という関係を発見した人物はだれか。

問２
電熱線，電圧計，電流計の電気用図記号を使って，解答用紙の図１の回路図を完成せよ。

【実験２】
実験１の電熱線ａを電熱線ｂにとりかえて電流を流し，電熱線ｂの両端に加わる電圧と，流れる電流を同時に測定した。その結果，電熱線ｂの抵抗の値は，電熱線ａの抵抗の値の1.5倍であることがわかった。

	問３
このときの電圧と電流の関係を表すグラフを，解答用紙の図２にかき入れよ。

【実験３】
図３のような手回し発電機と実験１，実験２で使用した電熱線ａ，電熱線ｂを用いて，いくつかの回路をつくり，電流を流した。
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問４
次のア～エに200mAの電流を流すとき，手回し発電機のハンドルを最もゆっくり回すことになるのはどれか。ア～エの記号で書け。

	ア
電熱線ａ
イ
電熱線ｂ
ウ
電熱線ａと電熱線ｂを直列につないだもの

エ
電熱線ａと電熱線ｂを並列につないだもの
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【実験４】
図４のように，同じ手回し発電機Ａ，Ｂのeq \o(\s\up 9(たん),端)

eq \o(\s\up 9(し),子)を導線でつなぎ，Ａのハンドルを10回回すと，Ｂのハンドルは６回回った。次に，Ｂのハンドルを６回回すと，Ａのハンドルも何回か回った。
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問５
このとき，Ａのハンドルが回る回数として最も適当なものは，次のどれか。

ア
10回
イ
６回より多く，10回より少ない

ウ
６回
エ
６回より少ない
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